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深い学びを具現する数学教育の創造 
～主体的で対話的な学びを通して～ 

 
瑞穂市立巣南中学校 教諭 杉田 岳史 

 

1. 研究主題について 

（１）研究主題 

 

【瑞穂市の研究テーマ】 

深い学びを具現する数学教育の創造 

～主体的で対話的な学びを通して～ 

 

（２）主題設定の理由 

岐阜県中数部会の研究主題は「深い学びを具現

する数学教育の創造～主体的で対話的な学びを通

して～」である。県の研究主題を受け，瑞穂市で

も研究主題を「深い学びを具現する数学教育の創

造～主体的で対話的な学びを通して～」と設定

し，各領域で身に付ける資質・能力を育成するこ

とを目的として研究を行ってきた。 

特に瑞穂市の生徒には，以下のような実態があ

る。 

 

〇既習内容を基にしながら，課題に対して自分

の考えをもてるように，粘り強く取り組むこ

とができる。 

〇仲間と意見を交わしながら解決に取り組むこ

とができる。 

●図や式，言葉を関連付けて考察したり，相手

意識をもって説明したりする力に弱さがみら

れる。 

●仲間の考えと関わらせながら表現する力に弱

さがみられる。 

  

 これらを踏まえて，瑞穂市中学校数学部会が目

指す生徒の姿を以下のように設定した。 

数学的な活動を通して身に付けた，数量や図

形などについての基礎的・基本的な知識及び技

能を活用し，問題を解決するために必要な数学

的な思考力，判断力，表現力を高め，算数・数

学と日常生活とを関連付けながら，学ぶ楽しさ

や充実感を得られる姿 

 

2. 研究仮説 

瑞穂市中学校数学部会で設定した目指す姿の具

現のために，研究仮説を次のように立てた。 

 

数量や図形に関する基礎的・基本的な知識及

び技能を身に付ける活動や，習得した知識及び

技能を用いて日常生活と関わる問題を解決する

活動を適切に位置づけ，根拠を基に自分の考え

を表現する力を身に付ける指導を重ねていけ

ば，数学を学ぶ楽しさや充実感を得ることがで

きる。 

 

3. 研究内容 

（１）単位時間の役割を明確にするとともに，ね

らいの達成に向けて主体的に学ぶための数

学的活動を明確にした授業展開の工夫 

① 単位時間の役割を明確にした単元構造図の

作成 

② 授業のねらいに応じたペアワーク，グルー

プワークの設定 

 

（２）根拠を基に，自分の考えを表現する力を身

に付ける指導や，見届ける場面の工夫 

① 教師による，根拠に迫る問い返しの工夫 
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② ICT の効果的な活用 

③ レポート課題の適切な位置づけ 

 

4. 研究実践 

【研究内容１】単位時間の役割を明確にするとと

もに，ねらいの達成に向けて主体

的に学ぶための数学的活動を明確

にした授業展開の工夫 

（１）単位時間の役割を明確にした単元構造図の

作成 

単元構造図を作成する際には，単元で育成した

い資質・能力を具現した姿を確認した。そして，

各単位時間の役割を考える中で，単元の中での指

導内容のまとまり毎に生徒に身に付けさせる資

質・能力や考える内容を明確にし，そのまとまり

の中で「指導に生かす評価」を行う単位時間と，

「記録に残す評価」を行う単位時間を明確にし

た。 

 

【３年生「相似と比」の単元における実践】 

（資料１）は 3 年生「相似と比」の単元で育成

したい資質・能力を具現した姿をまとめ，各単位

時間や指導内容のまとまりごとの役割を明確にし

た単元構造図を作成した。 

指導内容を（ⅰ）～（ⅴ）のまとまりで分け，

それぞれのまとまりの最後の授業で「記録に残す

評価」を残すようにした。 

単元で育成したい資質・能力を明確にしたこと

で，その姿まで高めるためにどのような指導を行

うべきか，どのような授業課題を提示するべきか

など，指導の明確化につながった。 

 

（２）授業のねらいに応じたペアワーク，グルー

プワークの設定 

授業の中で，意図的にペアワークやグループワ

ークを取り入れ，生徒同士が対話する機会を設け

（資料 1） 単元構造図 
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た。１グループを３～４人ほどとし，課題解決に

向けて探究することができるようにした。グルー

プのつくり方は，普段生活している生活班をベー

スとしたグループや，授業の中で見られた人間関

係や思考の傾向，学力を基にしたグループ，生徒

の自主性に任せた２～４人のグループなど，授業

のねらいに応じて工夫した。 

例えば，グループの中で教え合いが活発に起き

るように，知識・技能の習得を主な目的とする時

間には生活班をベースとしたグループや，授業の

中で見られた人間関係や思考の傾向，レディネス

調査の結果やアンケートの結果を基に教師がグル

ープをつくった。また，思考・判断・表現の力を

育成しようとする授業の際には，生徒の問題解決

の方法などを学級に共有し，自分と同じ考え方を

している生徒とグループをつくったり，異なる考

え方の生徒同士でグループをつくったりした。生

徒にはグループの中で個人探究と協働学習を繰り

返し，自分の学習進度に合わせて個人で学習に取

り組む時間と，仲間と共に学習に取り組む時間を

調整するように伝えた。これは，生徒によって一

人で課題に取り組める時間には差があり，できる

だけ個人で探究して考えをまとめたいと思う生徒

がいたり，早めに仲間と交流したいと思う生徒が

いたりするためである。課題を全体で共通理解し

た後には，すぐにグループで時間を調節した学び

合いに移行することで生徒一人一人が自らのペー

スで課題に取り組める時間を確保した。 

教師はグループワークの際に，生徒の自主的な

交流を促すよう，下記のような関わりをすること

に努めた。 

 

①生徒の考え方の根拠を尋ねる 

②生徒の考えの方向付けを行う 

③生徒の疑問に対して，交流する生徒を紹介

し，交流を促す 

④生徒の考えを他のグループに紹介する 

⑤生徒の疑問を言語化する 

    

【３年生「相似と比」の単元における実践】 

瑞穂市立穂積中学校では「Sony Global 

Education」が示している「５つの思考回路」を

基にしてグループをつくり，交流を行った。 

「５つの思考回路」とは問題解決のためのアプ

ローチの仕方のことを意味しており，下記の５つ

の思考回路があるとされている。 

 

【５つの思考回路】 

○ステップ回路 

 手順を組み立てる思考回路 

○リバース回路 

 問題解決のために逆算する思考回路 

○クリエイト回路 

 これまでにない方法を思いつく思考回路 

○ノック回路 

 可能性を洗い出す思考回路 

○スキャン回路 

 問題の本質を読み取る思考回路 

 

交流の目的に応じて，様々な考え方に気付かせ

たいときには思考回路が異なる生徒同士でグルー

プをつくり，１つの考え方を深く調べていきたい

ときには同じ思考回路の生徒同士でグループをつ

くった。 

ここでは，相似な図形の面積比について考える

授業での実践を紹介する。様々な種類の図形につ

いて「相似比がｍ：ｎである２つの図形の面積の

比は，ｍ２：ｎ２になるのか」を考えるために，

はじめは異なる思考回路の生徒同士でグループを

つくり，探究を始めた。すると，教科書に示され

ている三角形や五角形だけでなく，台形や平行四

辺形などの四角形や六角形以上の多角形ではどう

かという疑問をもち，グループ内に問いかける姿

が生まれた。さらに，グループ内でその疑問を解

決するための方法として，具体的な例を示しなが

ら説明しようとする生徒，文字を使って一般化を
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しようとする生徒，多角形だけではなくどのよう

な図形に対しても言い切るためにはどうしたらよ

いのかを考える生徒，というように探究の方向性

が分かれていった。そのため，同じ探究の方向性

かつ同じ思考回路をもつ生徒でグループをつくり

なおして探究を行った。すると，同じ思考回路を

もつ生徒同士でグループをつくったためか，お互

いの論理を見直し合い，より簡単にまとめること

ができるのではないか，この部分の考えの根拠を

示したほうが良いのではないかなど，論理を修

正・改善し合う姿が生まれた。 

 

 

（写真１） グループワークの様子 

 

【研究内容２】根拠を基に，自分の考えを表現す

る力を身に付ける指導や，見届け

る場面の工夫 

（１）教師による，根拠に迫る問い返しの工夫 

中学校学習指導要領の各学年の目標には論理的

に考察する力が位置づいており，２年生からは論

理的に考察し表現する力を育成することが求めら

れている。これらの力を育成するためには，生徒

に根拠を基に，自分の考えを表現する力を身に付

ける必要があると考えた。 

そのため，生徒に対して考えを深める問いかけ

を 1 年生より継続的に行ってきた。個人追究の時

間や協働学習の時間を問わず，生徒の考えに対し

て「なぜそうなると言えるのか」という根拠を明

確にするための問いかけや，「数学的にはどのよ

うに表現できるのかな」という数学の用語を活用

しながら正しく表現することを大切にした問いか

けを行った。 

     

（２）ICT の効果的な活用 

図形の単元では，学習した平面図形や立体図形

の基本的な性質から，問題解決のために何を用い

ることができるのかを考えることが大切である。

そのためにはまず，問題場面の図形を正しく理解

することが必要になってくる。 

瑞穂市では一人一台端末として iPad が配付さ

れており，生徒とは Teams を用いてデータのや

り取りを行うことができる。そこで，図形の性質

を文章だけでは問題場面の図形と関連付けて理解

することが苦手な生徒に，問題場面の図形を個人

のタブレットで確認できるよう配信した。この操

作を行うことによって生徒は，タブレット上で図

形に適応される性質を書き込みながら，根拠を基

に自分の考えを表現することができると考えたか

らである。 

このように，図形に直接書き込むことで視覚的

に図形の性質を理解しやすくする指導援助を行っ

た。 

また，交流の場面では自分の考えを説明する際

に，タブレット上の図形を用いて説明することに

よって自分の問題解決の過程を振り返りながら説

明することができるようにした。 

 

【２年生「三角形と四角形」の単元における実践】 

    「三角形と四角形」の単元では，２つの三角

形が合同であることを用いて，図形の性質を習

得することが多い。 

そこで，生徒のタブレットへ問題場面の図形

を送信し，個人探究や交流の時間に自由に考え

を書き込めるようにした。 

等しい辺や角を見つけたときには，等しい辺

や角同士を同じ色で図形に書き込んでいくこと
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で情報を整理することが容易になる。特に証明

問題などでは等しい角や辺などを色分けして表

すことで三角形の合同条件を満たしている図形

を見つけやすくなった。 

 

 

（写真２） タブレット上の図に 

      情報を書き込む生徒 

 

生徒は，根拠を明らかにしながら，図形の説

明をするために，口述の説明だけでなく，タブ

レットに表示された図形を相手に見せながら，

等しい辺や角を同じ色で対応づけ，指で指し示

しながら説明することができていた。このよう

に相手に伝えたい内容を容易に提示することが

できるという利点があった。 

また，タブレット上であるため何度でも書き

直すことができ，図形の学習において苦手意識

をもっている生徒も粘り強く試行錯誤を繰り返

すことができた。 

 

 （３）レポート課題の適切な位置づけ 

学習を見届ける手立てとして，【研究内容

１】の（１）でも述べたが，単元を指導内容の

まとまりごとに分け，そのまとまりの中で「指

導に生かす評価」と「記録に残す評価」を位置

づけた。「記録に残す評価」として小テストの

結果やノートの記録などに加え，レポート課題

を複数回位置づけた。レポート課題を行う授業

では他者との交流を行いながら，課題に対する

自分の考えをまとめていく活動を行った。 

 

【１年生「空間図形」の単元における実践】 

１年生の「空間図形」の単元においてレポー

ト課題の実践を行った。 

単元を通して様々な空間図形の名称や位置関

係，表面積や体積の求め方を学習していく。そ

こで単元末の課題として「身の周りの建物の体

積と表面積を求めよう」というレポート課題を

行った。大日本図書の教科書には「アンバーホ

ール[岩手県久慈市]」や「名古屋市博物館[愛

知県名古屋市]」などいくつかの立体図形が組

み合わされたような建物が紹介されていた。生

徒にはこれらの建物を一例として紹介し，建物

の高さなどの限られた情報から，写真の縦横比

などを用いて，建物の長さの概算を求める方法

を伝えた。 

 

 

（写真 3） 授業の様子 

 

その後生徒は，自分が調べたい建物を自己決

定し，表面積と体積を求めていった。レポート

作成の過程で自分一人では解決できない問題に

直面したら仲間と協力するように伝えため，多

くの生徒が積極的に自らのレポートを完成させ

ていった。 

さらに，レポート課題を位置づける良さとし

て，その場で説明が直接聞けなくてもレポート
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を読んだ人に自分の考えが伝わるようにしたい

と思う生徒がいた。そこで，提出されたレポー

トには図で示したり，根拠を明確にしながら自

分の考えを示したりする工夫がみられた。 

また，レポートを返却する際に，より相手に

わかりやすいようにするための新たな課題を示

すなど生徒にフィードバックをすることがで

き，生徒の今後の探究につなげることができ

た。 

 

５．成果と課題 

（１）単位時間の役割を明確にするとともに，ね

らいの達成に向けて主体的に学ぶための数

学的活動を明確にした授業展開の工夫 

〇本時の学習内容とつながっている既習内容は

何か，今後学習する内容とどのようにつなが

がっていくのかを意識しながら授業を行うこ

とができた。そのため，「指導に生かす評

価」に添って，毎時間の指導を修正していく

ことが，生徒にとって確かな知識・技能を身

に付け，さらなる探究の具現につながったと

考える。 

〇意図的なペアワークやグループワークの位置

づけにより，生徒同士で学び合う姿が増加し

た。生活班のみでグループワークを行ってい

た時に比べ，意見がより活発になり，自分の

疑問を解決しようと学習に向かう姿が増加し

た。グループのつくり方を工夫することで，

生徒が主体的に疑問や解決方法を出し合い，

対話的に探究を行うことができた。 

〇「Sony Global Education」が示している「5

つの思考回路」を基にして，異なる思考回路

の生徒を集めたグループワークではインプッ

トからアウトプットまでの思考の流れの中で

各々が得意な分野で補い合い，普段よりもよ

り深い学びまで到達する姿が見られた。この

「5 つの思考回路」を基にしたグループワー

クは今後も瑞穂市中学校数学部会で実践して

いきたいと考える。 

●教師は単元の中の指導内容のまとまりを意識

し，見通しを持った問いかけを行うことがで

きた一方で，単元の学習内容の見通しが持て

ていない生徒も一定数存在した。今後は生徒

と共に単元末の目指す姿を共有したい。そう

することで，生徒も毎時間の学習の意味や必

要性，次時へのつながりを意識して学習に向

かうことができ，より主体的な学びの具現に

つながると考える。 

●ペアワークやグループワークの際に各生徒の

状況の把握が甘く，個に応じた指導援助をし

きれなかった。そのため，中には思考が止ま

ってしまったり，活発な交流が行えなかった

りした生徒もいた。今後は生徒が学び方を選

択し，主体的に学びに向かうことができるよ

う，授業のルール作りや交流の仕方を考えて

いく必要がある。 

 

（２）根拠を基に，自分の考えを表現する力を身

に付ける指導や，見届ける場面の工夫 

〇常に生徒の考えに対して根拠に迫る問いかけ

を行ってきたことで，生徒同士でもお互いの

考えについて根拠を聞き返したり，根拠につ

いて確かめたりする姿が増えてきた。このよ

うな問いかけを常に行ったことで根拠を基に

自分の考えを表現する力を育成することがで

きた。 

〇個人で追究する際にも生徒はタブレット上の

図を何度も書き直しながら課題解決に迫ろう

とした。また，交流の際にタブレット上の図

形を操作しながら相手に説明する生徒が多く

いた。このように，ICT を効果的に活用する

ことで，粘り強く追究することや，活発な交

流が行えた。 

〇レポート課題を位置づけることで，自分で学

習内容を選択したり，自分の考えを他者にも

伝わるようにしたりする姿があった。結果と
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してただ解法を求めるだけでなくその根拠

や，考えを表現する方法まで考えが及んでい

る生徒が増えた。 

●生徒同士の交流が増えた一方，間違った考え

が広まってしまうということがあった。グル

ープワークなどの時間に教員が確実に見届

け，生徒自身が間違いに気付くことができる

問いかけを行う必要があった。今後は「指導

に生かす評価」をより一層活用し，つまずき

に対する手立てを工夫し，基本的な知識・技

能の定着を図っていきたい。 
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